子どもの虐待をなくすために : 親のSOSに耳を傾けて (<テーマ>変わりゆく「家族」と次代再生産) by 佐野 育子
子ども虐待をなくすために
―親のＳＯＳに耳を傾けて―
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子ども虐待をなくすために
を語ったりして当事者の体験を虐待予防の場で発揮す
ることである。今後も子ども虐待をなくすために、子
どもの SOSと同時に、親の SOSにも耳を傾け対応し
ていくNPOとして、力を尽くしていきたい。
?注>
１)児童虐待防止法第11条「児童虐待を行った保護者につい
て児童福祉法第27条第１項第２号の措置が採られた場合
においては、当該保護者は、同号の指導を受けなければなら
ない」
児童福祉法第27条第１項第２号「児童又はその保護者を
児童福祉司、精神薄弱者福祉司、社会福祉主事、児童委員
若しくは当該都道府県が設置する児童家庭支援センターの
職員に指導させ、又は当該都道府県以外の者の設置する児
童家庭支援センターに指導を委託すること」
２) は略称 「キャップ」。1978
年にアメリカ・オハイオ州コロンバスで小学校２年生の女
の子の強姦事件をきっかけに、強姦救援センターで開発さ
れた。子どもに人権概念を伝え、いじめ・誘拐・性被害の
暴力に対して自分を守る力を育む。暴力から逃れる技術や
知恵が身につくだけでなく、子どもが持っている可能性に
働きかけていくプログラムである。
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